
ダイヤモンド水　　　　　　

は、昭和26年

(1951)鉱脈を探す作業中に深さ80メートルの所で地下水

脈にあたり、水が湧き出たことがはじまりです。

　その際に、先端に付いていたロッドの先の鉱業用ダイヤ

が作業終了後、回収不能になりました。

　誰が名付けたわけでもなく、いつしか「ダイヤモンド水」

という愛称で親しまれるようになりました。

  この場所には休憩所が設置され、登山者のオアシスとし

て別子銅山の名所の一つとなっています。

　水はとても冷たく、疲れた登山者の喉を潤してくれます。
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別子銅山の名水　ダイヤモンド水

あまりの冷たさにびっくり！名水百選　　　　　　　　　　　　　　　
めいすいひゃくせん

に上げたいほどのおいしい水で

す。みなさんも現地に行って飲んで実感してください。

近藤 弘男                                                                                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
こ ん ど う ひ ろ お

さんが、昭和26年(1951)鉱脈を探す探鉱のお

仕事をされていた際、水脈に当たったことがダイヤモンド水のはじまり

となりました。ダイヤモンド水は50年を経た今も当時と変わらず、ダイ

ヤモンドのような輝きを保ちつつ、こんこんと湧き出ています。

　近藤弘男さんはマイントピアを楽しく育てる会で観光ボランティアガ

イド部会長をされ、多くの方々に別子銅山の魅力をご紹介されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                                                                 平成16年故人となられました。

ダイヤモンド水を

近藤 弘男さん
こんどう ひ ろ お

http://nmh.hearts.ne.jp/k/gaidobook/007/index.htm
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掘り当てた人


